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粘土採掘坑？（第B１号性格不明遺構）

土坑出土遺物

三内丸山遺跡から三内沢部（３）遺跡を望む
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序
青森市三内沢部（３）遺跡は、特別史跡三内丸山遺跡か

ら見ると、沖館川を挟んだ北側の対岸にあり、縄文時代

前期と中期、平安時代の遺跡として周知されています。

かつて、昭和５１年度には本遺跡の西側に当たる三内

沢部遺跡が調査され、「沢部型複式炉」と呼ばれた、こ

の地域に独特な炉の形態の存在が明らかにされていま

す。三内丸山遺跡をはじめ、青森市西部の埋蔵文化財包

蔵地は数多くの発掘調査が行われ、縄文時代を中心に

様々な発見がなされてきています。

東北新幹線建設事業に伴い、本遺跡の調査を平成１５

年度に開始し、その成果についてはすでに報告書を刊行

したところであります。本報告書は平成１６年度から同

１７年度の調査結果をまとめたものです。三内丸山遺跡

が最盛期を迎える縄文時代中期の集落跡も発見され、相

互の関連を考える上で貴重な資料です。

本報告書は、東北新幹線建設事業に係る発掘調査の成

果の一部であります。ほかの調査区域についても、次年

度以降、順次報告する予定です。

本報告書が広く文化財の保護と研究に活用され、地域

社会の歴史・文化への普及活動に資することを願い

ます。

最後になりましたが、発掘調査の実施と報告書作成に

あたりご協力・ご指導賜りました関係各位に対し、厚く

御礼申し上げます。

平成１９年３月

青森県埋蔵文化財調査センター

所　長 白　鳥　隆　昭 ●





例　　　言

１　本報告書は、平成１６・１７年度に発掘調査を実施した東北新幹線建設事業予定地内に所在する青　

森市三内沢部（３）遺跡の発掘調査報告書である。

２　上記調査原因による発掘調査は平成１５年度から開始され、平成１５年度分の調査報告書は平成１６　

年度に刊行されている（青森県埋文調報第３９０集）。本報告書はそれに続くものである。

３　三内沢部（３）遺跡は青森市大字三内字沢部３１３－７外に所在し、平成１０年３月に青森県教育委員　

会が編集・発行した『青森県遺跡地図』に遺跡番号０１２３９として登録されている。

４ 本報告書は青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆は青森

県埋蔵文化財調査センター小笠原雅行・神康夫・小山内将淳文化財保護主査が協議・分担して行

い、文責は文末に記した。依頼原稿については、文頭に執筆者を記した。

５　資料・試料の分析・鑑定については、以下の方々に委託した（順不同、敬称略）。

出土石器の石質鑑定　　　　　　　　　　青森県立浪岡高等学校教諭　山口　義伸

出土炭化物・木材の放射性炭素年代測定　　　　　　　　　株式会社　地球科学研究所

株式会社　加速器分析研究所

出土土器の胎土分析　　　　　　　　　　東 海 大 学 助 教 授　松本　建速

６ 本報告書で使用した地形図は、国土地理院発行の２万５千分の１の地形図「青森西部」を複写し

たものである。

７　挿図の縮尺は各図ごとにスケールを付した。また各遺構は特に断らない限り北を上にしている。

なお、写真の縮尺は統一していない。

８　遺構・遺物の文章・挿図中での表現は、原則として以下の様式・基準によった。

（１）遺構内外の土層の注記には『新版標準土色帖』（小山・竹原２０００）を用いた。

（２）遺物には観察表・計測値を巻末に付した。

（３）図中で使用したスクリーントーンは特に説明がない限り以下を表す。

焼土範囲 スリ

９　引用・参考文献は本文末に収めた。

１０ 遺跡の地形的・地質的環境については、『三内沢部（３）遺跡　柴山（１）遺跡　洗平（２）遺跡』青森県

埋蔵文化財調査報告書第３９０集において、青森県立郷土館　島口天氏によって述べられている。併

せて参照頂きたい。また、本報告書ではそれに準じるものとし、触れていない。

１１ 出土遺物・遺構を計測した図面・写真等は青森県埋蔵文化財調査センターで保管している。

１２ 本報告書作成に際し、下記の諸氏から御協力・御助言をいただいた（敬称略、五十音順）。

市川金丸、岡村道雄、川口潤、工藤司、小林達雄、瀬川滋、秦光次郎、羽生淳子、村越潔、山口義伸

１３ Ｂ区ほぼ南東端に当たるＤＵ－２０は平面直角座標系第Ｘ系Ｘ＝９０,４６０、Ｙ＝－１１,５２０で、世界　

測地系では北緯４０°４８′５２″、東経１４０°４１′４７″である。
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第１章　調査に至る経緯と調査要項

第１節　調査に至るまでの経緯

日本鉄道建設公団（平成１５年度から独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構）の東北新幹

線盛岡以北建設計画に伴って、青森県教育委員会は平成３年度から建設予定地の分布調査を行い、埋

蔵文化財の取扱いについて事業者側と協議を続けてきた。青森県内の埋蔵文化財発掘調査は平成５年

度から実施され、平成１０年度までに東北新幹線三戸～八戸間に所在する８遺跡の調査が終了した。

東北新幹線八戸～新青森間の建設予定地に所在する埋蔵文化財の発掘調査は平成１１年度から開

始されたが、青森市内の埋蔵文化財包蔵地の取扱いについては青森県教育委員会と青森市教育委員会

が協力して対応することになり、青森県教育委員会が平成１２～１５年度に朝日山（２）遺跡、平成１５

～１８年度に三内沢部（３）遺跡、平成１６～１８年度に石江遺跡、平成１７年度に三内遺跡、平成１７・

１８年度に三内丸山（９）遺跡と新田（１）遺跡の発掘調査等を実施し、青森市教育委員会が平成１３・

１４年度に深沢（３）遺跡、平成１５～１８年度に新町野遺跡、平成１６年度に高間（１）遺跡と新田（１）

遺跡、平成１６・１７年度に合子沢松森（２）遺跡の発掘調査等を実施した。

本報告書所収の三内沢部（３）遺跡については、平成１５年６月に鉄道建設・運輸施設整備支援機構

鉄道建設本部盛岡支社から周知の埋蔵文化財包蔵地に対する土木工事等のための発掘に関する届出が

あり、これを受けて同年同月に青森県教育委員会から当該発掘前における埋蔵文化財の記録の作成の

ための発掘調査の実施の指示がなされ、同年７月以降、用地買収が完了した区域から順次発掘調査が

進められることになった。 （工藤）

第２節　調 査 要 項

１　調査目的

東北新幹線建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する三内沢部（３）遺跡他の発掘調査を行い、

その記録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。

２　発掘調査期間　　　　平成１６年４月２２日（木）から同年１０月２２日（金）まで

平成１７年４月１８日（月）から同年１０月１９日（水）まで

平成１８年４月２０日（木）から同年１０月２５日（水）まで

３　遺跡名及び所在地　　三内沢部（３）遺跡（青森県遺跡番号０１２３９）

青森市大字三内字沢部３１３－７他

石江遺跡（青森県遺跡番号０１０５６）

青森市大字石江字平山

４　調査対象面積　　　　１６,０００平方メートル（今回報告は、この内５,９００ ）

第１章　調査に至る経緯と調査要項
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

５　調査委託者　　　　　独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構

６　調査受託者　　　　　青森県教育委員会

７　調査担当機関　　　　青森県埋蔵文化財調査センター

８　調査体制

（平成１６年度）

調査指導員　市川　金丸　元青森県考古学会会長　　　　　　　　　　　　　　（考古学）

調　査　員　柴　　正敏　弘前大学理工学部教授（現　国立大学法人弘前大学理工学部教授）

（地質学）

調　査　員　葛西　勵　　前青森短期大学教授（平成１８年３月退職） （考古学）

調　査　員　山田　昌久　東京都立大学人文学部助教授　

（現 公立大学法人首都大学東京都市教養学部助教授）（考古学）

調査担当者　青森県埋蔵文化財調査センター

所　　　長　　　佐　藤　良治（現　青森県立図書館長）

次　　　長　　　福　田　友之（現　青森県立郷土館副館長）

総 務 Ｇ Ｌ　　　工　藤　和夫（現　青森県商工労働部工業振興課副参事）

調査第二ＧＬ　　三　浦　圭介（現　次長）

文化財保護主査　小笠原　雅行

文化財保護主事　伊藤　由美子、小山内　将淳、杉野森　淳子

調査補助員　　　佐々木順子、市川佳子、葛西恵子、島守亜季子

沖崎雅美、二川目直人、鹿内一史、木村泰淳

（平成１７年度）

調査指導員　市川　金丸　元青森県考古学会会長　　　　　　　　　　　　　　（考古学）

調　査　員　柴　　正敏　国立大学法人弘前大学理工学部教授　　　　　　　　（地質学）

調　査　員　葛西　勵　　前青森短期大学教授　　　　　　　　　　　　　　　（考古学）

調　査　員　山田　昌久　公立大学法人首都大学東京都市教養学部助教授　　　（考古学）

調査担当者　青森県埋蔵文化財調査センター

所　　　長　　　　　白　鳥　隆昭

次　　　長　　　　　三　浦　圭介

総 務 Ｇ Ｌ　　　　　櫻　庭　孝雄

調査第二ＧＬ　　　　工　藤　大

文化財保護総括主査　小笠原　雅行（現　文化財保護主査）

文化財保護主査　　　佐　藤　純子　

調査補助員　　　　　沖崎雅美、二川目直人、常田貴仁、新山美樹
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第１章　調査に至る経緯と調査要項

（平成１８年度）

調査指導員　　市川　金丸　元青森県考古学会会長　　　　　　　　　　　　　（考古学）

調査指導員　　藤沼　邦彦　国立大学法人弘前大学人文学部教授　　　　　　　（考古学）

調　査　員　　鈴木　三男　国立大学法人東北大学植物園園長　　　　　　　　（植物学）

調　査　員　　松井　敏也　国立大学法人筑波大学大学院人間総合科学研究科講師（分析科学）

調　査　員　　柴　　正敏　国立大学法人弘前大学理工学部教授　　　　　　　（地質学）

調　査　員　　葛西　勵　　前青森短期大学教授　　　　　　　　　　　　　　（考古学）

調　査　員　　椿坂　恭代　札幌国際大学博物館客員研究員　　　　　　　　　（植物学）

調　査　員　　柴　　正敏　国立大学法人弘前大学理工学部教授　　　　　　　（地質学）

調査担当者　　青森県埋蔵文化財調査センター

所　　　長　　　　白鳥　隆昭

次　　　長　　　　三浦　圭介

総 務 Ｇ Ｌ　　　　櫻庭　孝雄

調査第二ＧＬ　　　工藤　大

第一ＳＧＬ　　　　畠山　昇

文化財保護主査　　小笠原　雅行、新山　隆男、伊藤　由美子

文化財保護主事　　山田　雄正　

調査補助員　　　　二川目　直人、赤坂啓明、福井　真、新山　美樹、

和田　将太郎、高谷　景子、渡辺陽一、工藤　浩子

第３節　調査の方法

１　グリッドの設定

グリッドの設定に当たっては、株式会社コンテック東日本に４級基準点と水準点の打設を委託した。

調査区が狭長であることから、区分けした範囲で必要に応じて、基準点を設定した。調査の際は打設

委託した基準杭を基に、グリッドを設定した。

２　調査の方法

沢部Ｂ区と称した調査区北半は、宅地造成による盛り土が厚いところで４ｍほどあり、沢地形を埋

め平坦化していることが判明した。そのため盛り土は機械力で除去した。沢部Ｃ区と称した調査区南

半は部分的に造成時の盛り土が見られ、その部分に関しては機械力で除去したが、大部分は畑地であ

り、人力で粗掘りを行った。その後、遺構確認作業を行いながら、徐々に掘り下げていった。基本層

序は分層後、表土から下位へローマ数字を付した。

遺構の調査は、堆積状況を把握するために規模や必要に応じて二分法、四分法を採用し、ベルトを

残しながら行った。土層は遺構内は算用数字を上位から下位に順に付けた。遺構の平面図・断面図の

作製、出土遺物の出土位置の図の作製はグリッド杭を用いた遣り方測量と光波トランシットを用いて

測量を行った。光波トランシットで得たデータは遺構実測支援システム（アイシン精機文化財プロジ

- 3 -



三内沢部（３）遺跡Ⅱ

ェクト製）により作図した。遣り方測量での縮尺は１／２０を基本としているが、種類や規模によって

１／１０その他とした。遺物は層位を確認しながら取り上げを行った。なお、調査の際に付した遺構の

略称は以下のとおりである。ＳＩ＝竪穴住居跡、ＳＫ＝土坑、ＳＤ＝溝跡、ＳＲ＝土器埋設遺構、Ｓ

Ｎ＝焼土遺構、ＳＶ＝溝状土坑、ＳＸ＝その他である。遺構の記載に当たっては、特に土層注記や図

版中などで略称を用いている。

遺物包含層では、グリッド・層位ごとに取り上げ、遺物が比較的密な部分では光波トランシットを

用い、層位を記録して、出土地点・標高を記録しながら取り上げた。

写真撮影は、遺構においては主に遺物出土状況、土層断面、完掘状況などを撮影し、遺構外出土遺

物、調査状況などは適宜撮影した。カメラは３５ｍｍ一眼レフカメラとデジタルカメラを使用した。

フィルムはモノクロ、カラーリバーサルを使用した。

第４節　調査の経過

（平成１６年度）調査区はＪＲ新青森駅から市道滝内孫内線までの区間約１.３ｋｍが対象となった。

調査区には三内沢部（３）遺跡、石江遺跡が遺跡登録されており、ある程度まとまった面積の調査が可

能なところから、２遺跡の調査を併行して始めることとした。

４月２２日、調査は着手可能な範囲が確保できた新青森駅側から開始した。試掘先行で進めたが、

遺構は皆無、遺物も僅少の状態だった。併行して石江遺跡と三内沢部（３）遺跡側の盛り土撤去の作業

を進めた。５月下旬、全体の約半数の体制で石江遺跡、三内沢部（３）遺跡側の調査を開始した。調査

が進むにつれ、石江遺跡では捨て場や大型竪穴住居跡が確認され始め、三内沢部（３）遺跡でも性格不

明の規模の大きな落ち込みが確認された。両遺跡とも宅地造成の盛り土に隠された沢や低地からの湧

水に悩まされながらの調査となった。６月中旬には新青森駅から二八堤までの区間の試掘調査を全て

終え、本調査不要と判断した。

７月以降は石江・三内沢部（３）両遺跡とも、遺構精査が継続された。三内沢部（３）遺跡においては、

特に住宅密集地であり、周辺住民に配慮しながら調査を進めたつもりであったが、注意が足りない面

もあった。ただし、予想外に沢からの湧水が多く調査は難航した。７月下旬、第二次大戦末期の青森

大空襲の際に近隣に焼夷弾が落とされ、調査区域内からも見つかる可能性が指摘された。お盆前後ま

で、文化財保護課・当センターでの内部協議や、原因者も交えた協議の結果、焼夷弾の有無について

の調査を専門機関に委託することなった。結果的には幸いにも焼夷弾は１つも発見されなかったが、

県外の機関への連絡・調整などで調査に支障を来すこととなった。それと同時に、空襲経験のある市

での調査の手順として考えさせられるものは多かった。９月に入り、ため池近くの沢の調査を進めた。

湧水の激しさが一層増した上に、砂を含んだ地盤の緩い地山の崩落が相次ぐことが大きなストレスと

なる調査となった。

住宅地の中の空き地を虫食い状態で調査を開始し、住宅基礎は原因者側で撤去することとなってい

たものの、移転の遅延などもあり、基礎撤去業者による撤去作業が思うように進まない中での調査だ

った。また、生活道路の維持、予想外の位置への水道管の埋設など、住宅地を掘ることの難しさを感

じた１年だった。例年より台風の発生・上陸予想などもあり、天候にも恵まれたとは言い難かったが、
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第１章　調査に至る経緯と調査要項

１０月２２日に無事調査を終了した。

（平成１７年度）平成１７年度は、遺構・遺物が多いことが想定された石江遺跡から着手した。調査

が継続されていた６月下旬、工事を受注した共同企業体（以下「ＪＶ」と表記）から、調査区の南側

（市道滝内・孫内線）から優先して欲しい旨の依頼があった。遺構精査も最終段階であったこともあ

り、７月上旬、三内沢部（３）遺跡側へ調査体制の約半分を移し、２ヶ所に分散した調査となった。

先に着手した区域（Ｃ区と呼称）では土坑が数基検出されたに過ぎず、予想外に順調に進んだ。８

月上旬にはその北側の区域（Ｂ区と呼称）へと移った。前年度、宅地があった未調査地の造成盛り土

を除去したところ、三内霊園と隔てる沢の支流が確認された。湧水が非常に激しく、前年度に着手し

た沢と同様に砂を含んだ地山が水による崩落を繰り返し、調査は難航を極めた。

９月上旬、三内沢部（３）遺跡側では最後の宅地の撤去が終わり、沢の調査と併行して造成盛り土の

撤去をＪＶに依頼した。盛り土が部分的に４ｍ以上もあったことや、台風が連続して接近するなど悪

天候の影響もあり、撤去が終了したのは９月下旬だった。沢の精査を終了し、ＪＶから引き渡しを受

けた部分の精査と併行して、前年度着手し、若干残した沢の精査も引き続き行った。やはり激しい湧

水と土砂の崩落で、面倒な調査となった。９月末、沢の調査を終了し、全体制を沢の落ち際へと当て

ることができたのは１０月上旬だった。土坑や掘立柱建物跡、住居跡など遺構は各種検出されたが、

遺構数は少なく、精査は順調に進んだ。１０月１１日からは二股（２）遺跡の調査を終えた作業員が合流

し、最後の沢の精査を行った。遺構・遺物とも確認されず、調査を終了した。終了予定期日の前週末

になって、原因者から未買収地の調査を、承諾書を取ることを約束した上で、年度内に完了して欲し

い旨の依頼があった。調査終了３日前だったが、承諾書を得、調査を行った。周辺に遺構・遺物がほ

とんどないこともあり、トレンチを設け全体の１／３程度試掘を行い、全面調査は行わなかった。１０

月１９日、全ての作業を終え、器材の片づけや遺物・各種機材類を撤収し、平成１７年度の調査・日程

を終了した。

第５節　調査区の区域分け、試掘調査の結果など

調査に当たっては、新幹線工区内に石江遺跡（次年度以降報告予定）、三内沢部（３）遺跡が所在した。

工区全体に遺跡範囲が及ぶ訳ではなかったが、遺跡の範囲外も試掘調査を行い、遺構・遺物の検出状

況を判断しながら、調査を進めることとした。三内沢部（３）遺跡は沖館川の川縁であるが、市道三内

沢部１３号線付近以南を隣接地として試掘調査を行った。三内霊園北側にある下堤から流れる水路か

らその支流である六兵衛ため池までを「Ａ区」、六兵衛ため池から市道三内沢部１９号線までを「Ｂ区」、

市道三内沢部１９号線から市道滝内孫内線までを「Ｃ区」、それ以南で本来の三内沢部（３）遺跡を「Ｄ

区」と呼称した（図１・２）。Ａ～Ｃ区は平成１６・１７年度に、Ｄ区は平成１５年度に本線部分を、平成

１８年度に付帯施設部分を調査した。試掘調査の結果、Ａ区は北側と南東側に三内霊園を挟むように

流れる沢の合流地点で、３ヶ所の試掘を行った。現地表下約５ｍほどの堆積層があり、遺物は全く含

まれなかったため、調査対象外とした。Ｂ・Ｃ区（今回報告分）では遺構・遺物が検出されたため、

本調査を行うこととした。 （小笠原）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

第１節　遺跡の基本層序

遺跡の地形及び地質については、『三内沢部（３）遺跡 柴山（１）遺跡 洗平（２）遺跡』青森県埋蔵文

化財調査報告書（以下、埋文調報と略記）第３９０集で島口氏により述べられている（島口２００５）の

で参照願いたい。ここでは遺跡の基本層序についてだけ触れる。

基本層序についても島口２００５の中で触れられており、今回の調査・報告に関わる層序についても

変わるところはない。簡単に述べる。

第Ⅰ層　黒褐色土（１０ＹＲ２／２）

耕作土。締まりなくルーズ。ただし周辺は宅地造成により、第Ⅳ層付近まで黒色土を除去

し、沢などの低い部分にゴミ（現状で言う産業廃棄物）や伐採した木などを埋め、その上に

客土しており、第Ⅰ層が見られるのは畑地など調査区内ではごく部分的に過ぎない。

第Ⅱ層　黒色土（１０ＹＲ２／１）

締まり・粘性があり、乾燥すると灰白色なり、縦方向のクラックが顕著である。低地では

上部に白頭山火山灰が確認される。

第Ⅲ層　黒褐色土（１０ＹＲ３／２）

締まり・粘性あり。ローム粒が全体に少量含まれる。畑地の中でも撹乱が及んでいない部

分で確認される程度で、第Ⅳ層とはまさに漸移的である。

第Ⅳ層　暗褐色土（１０ＹＲ３／３）

漸移層。ロームが粒状・塊状で混入する。

第Ⅴ層　黄褐色土（１０ＹＲ５／６）

千曳浮石層に相当する火山灰層。

この層序は沖館川対岸に位置する三内丸山遺跡、近野遺跡とも共通する。両遺跡の層序については

すでに各報告書中で述べられている（山口１９９８、２００４）。違いがあるとすれば第Ⅲ層で、近野遺跡の

層序の中では第Ⅱ層の下層は漸移層とされる。実際、第Ⅲ層は三内丸山遺跡、三内沢部（３）遺跡内で

も部分的で、第Ⅱ層以下で第Ⅳ層が確認される場合が少なくなく、第Ⅲ層は、特に台地上ではあまり

発達しなかったものと考えられる。

島口２００５の中で、三内丸山遺跡において本遺跡の第Ⅲ層と第Ⅳ層の間に黒色土層が狭在すること

が触れられている。これについては、山口１９９８でも述べられているように、北の谷の下部、沖館川

に面した標高８～９ｍ以下の地点で確認されたものである。縄文海進との関わりでは不明な点が多い

が、湿潤な環境の元で形成されたものということは言えそうである。

基本層序の編年については、第Ⅱ層については、山口・島口両氏が述べるように白頭山火山灰・十

和田ａ火山灰が含まれる。それら、特に前者が最上位に堆積するかどうか、つまり第Ⅱ層の上限を厳

密に１０世紀半ばに求められるかどうかは、第Ⅰ層が耕作土で撹乱を伴うものであるため断定しかね

るが、周辺遺跡の状況からみても大きな隔絶があるものとは思われない。一方、下限については、縄

文時代中期末に求めることができる。三内丸山遺跡の第９次調査において、同時期の大木１０式併行

第２章　遺跡の環境
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第２章　遺跡の環境

期の包含層が第Ⅱ層中に形成されており、第Ⅲ層に相当する（この場合土砂の廃棄による人為堆積層）

土層から前段階の最花式土器が出土することを筆者らは確認している（県埋文調報２５１、青森

県教委１９９８）。また、旧野球場建設予定地内の盛土遺構での所見も同様である。

第Ⅲ層の上限は縄文時代中期後半として、下限は下位の第Ⅳ層で縄文時代前期半ばの包含層が形成

されていることから、前期後半代とすることができる。

本遺跡において確認された層序は上記のとおりであり、三内丸山遺跡に見られた第Ⅳ層は欠落する。

第２節　周辺の遺跡　（表記は青森県は県、青森市は市と略する）

『近野遺跡Ⅵ』（県埋文調報３１５　県教委２００２）、『近野遺跡』（市埋文調報６８、市教委２００３）、

『江渡遺跡』（市埋文調報７５、市教委２００４）、『三内沢部（３）遺跡　柴山（１）遺跡　洗平（２）遺跡』

（県埋文調報３９０　県教委２００５）などを参照されたい。

図１　周辺の遺跡　
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図２　三内沢部調査区呼称図　

(3)遺跡A~c区三内ぅ尺部
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図３　三内沢部（３）遺跡 Ｂ区遺構配置図
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

調査概要

上記のとおり、Ｂ区は三内霊園北の下堤と六兵衛ため池の合流点の南側の台地上に位置する。調査

区北端は沢に面した斜面で、小さな沢が細かく入り込む。そこに小規模の遺物包含層が形成されてい

る。また、調査区西側は六兵衛ため池へと続く急な斜面となっており、遺物はほとんど出土しない。

遺構が検出されるのは台地上だけで、特にＥＰライン以南に集中する。

検出された遺構は竪穴住居跡３棟、掘立柱建物跡１棟、土坑４１基、土器埋設遺構１基、粘土採掘

坑と見られる性格不明遺構１基である。いずれも縄文時代前期末から中期中葉にかけてのものである。

遺物はこれらの時期のもののほか、沢（遺物包含層）からは縄文時代後期中葉以降の土器が出土して

いる。

第１節　縄文時代の検出遺構と出土遺物

１　竪穴住居跡

第Ｂ101号竪穴住居跡（図４）

［位置・確認］ＤＹ・ＥＡ－２１・２２に位置する。第Ⅴ層上面で確認した。

［重複］第Ｂ１１０・１１１号土坑と重複し、本遺構が古い。

［平面形・規模］長径２２０ ×短径１９４ のほぼ円形である。竪穴住居跡としては小さく、炉・柱穴

がないことから、その要件には不十分であるが、床面が平坦で硬化していることから、竪穴住居跡と

して扱った。床面積は３.０ である。

［壁・床面］確認面からの壁高は、北壁で１３.１ 、西壁で１０.３ 、東壁で２５.７ 、南壁で１５.１ で

ある。掘り込んだローム面をそのまま床にしている。床面は堅緻で、中央部周辺はそれが顕著である。

［壁溝］なし。

［柱穴］柱穴は確認されなかった。しかし、南壁寄りでピット１を検出した。長径３７ ×短径２２

の楕円形で、深さは４０ である。壁側の壁が袋状に掘り込まれる。

［炉］検出されなかった。

［堆積土］２層に分層した。いずれも黒褐色土主体であるが、第２層にはローム塊・粒が多量に混入

する。第２層は人為堆積、第１層は自然堆積と考えられる。

［出土遺物］土器は堆積土中から中期後葉の土器片が少量出土した。石器は、微細な使用痕剥離が認

められる削器が覆土から出土した。

［時期］出土土器から、縄文時代中期後葉を中心とした時期と考えられる。

cm cm 

m' 

cm cm cm cm 

cm cm 

cm 
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図４　第B101号竪穴住居跡・出土遺物　

第Ｂ102号竪穴住居跡（図５～７）

［位置・確認］ＥＨ・Ｉ－１９に位置する。第Ⅴ層上面で造成時の盛土を撤去し確認した。

［重複］なし。ただし、宅地造成により上部の撹乱が激しい。

［平面形・規模］撹乱が激しく全体形が不明確である。北側では周溝と見られる溝、それ以外では壁

柱と見られるピットがプランの範囲とすれば、長軸６.７ｍ、短軸４.９ｍの楕円形と見られる。南側が

やや窄まるようである。推定床面積は２６.１ である。

［壁・床面］壁は削平により確認できなかった。床面には段差があり、残存状況がよい所での差は２０

で、ローム面をそのまま床にしている。床面は堅緻で、特に炉の周辺はそれが顕著である。

［壁溝］北側で部分的に確認された。確認した幅は１０ 未満で、深さは最深部で５ ほどである。周

溝内にはピットが４ヶ所で確認された。２５～３０ と深いものが多い。

［柱穴］床面から柱穴状のピットを３個検出した。Ｐｉｔ４は径２５ ほどの不整円形で、深さは６０

を超える。段差のある床面の隅に位置し、主柱穴の可能性が高いものであるが、対応する西側は撹乱

により不明で、南側両隅でも相当するものがない。低い方の床面の四隅での配置とはならないものと

見られる。Ｐｉｔ３は径４０ 、深さ５４ で、検出位置から柱穴となりうるか判断できない。Ｐｉｔ５は径

４５ 、深さ３５ である。断面形状はロート状で柱穴とは見なしがたい。また、住居跡南半で壁柱と
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

見られるピットを１０個確認した。径が５０ にもなるものがあり、他と同一視してよいか判断に迷う

ものもある。しかし、少なくとも堆積土を観察する限り、現代の撹乱土には見えなかった。その他の

壁柱穴は径１０ ほどで、深さも８～１５ ほどである。上部が撹乱で失われているため、本来的には

北側の周溝内で確認したピットと同規模の深さがあったものと思われる。

［炉］住居跡ほぼ中央から２基の土器埋設炉が検出された。埋設炉２としたものの上部には貼り床が

確認され、炉１が新しいと判断できる。埋設炉１は土器のほぼ半分をロームで埋め、その上面の３面

に渡って焼土が確認され、繰り返し使用されたことが判る。炉２も土器の下半はロームで埋められ、

上面に焼土層が形成されている。炉１・２とも土器は口縁部と底部を欠失したもので、掘方は土器の

大きさよりもわずかに広い。

［その他］中央南寄りから特殊施設が確認された。壁柱からは１.５ｍ、床面の段差からは０.５ｍ内側に

位置し、幅３０ で高さ５ の土手状にローム（第Ⅵ層土）を盛り上げ、ロート状の掘方の壁面にもロ

ームを貼付けている。削平を受けていることから、本来はさらに高かったものと判断される。中央に

は径３５～４０ 、深さ６０ のピットがある。堆積土は下位にはローム質土が主体で、上位は黒褐色土

主体でローム粒が少量混入する。また、特殊施設北側で長径１２０×短径８０ の楕円形の落ち込み

（Ｐｉｔ２）を確認した。深さは１４ である。

［堆積土］削平により住居跡内堆積土はほとんど確認できなかった。黒褐色土が主体で炭化物やロー

ム粒が少量混入する。人為堆積か自然堆積かは判断できない。

［出土遺物］土器は、床面やピット内から円筒下層ｄ２式土器の小片が出土した。石器では、ピット１

堆積土から敲磨器類の一部と思われる剥片１点と、敲磨器類が１点出土した。

［時期］炉体土器は縄文時代前期末の円筒下層ｄ２式期であることから、同時期と考えられる。

なお、本住居跡床面出土の炭化物の年代測定を行った（第５章第１節－２参照）。その結果４,５００±４０

ＢＰと測定された。
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図５　第B102号竪穴住居跡（1）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図６　第B102号竪穴住居跡（2）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図７　第B102号竪穴住居跡・出土遺物　
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第Ｂ103号竪穴住居跡（図８）

［位置・確認］ＥＣ－２２に位置する。第Ⅴ層上面で確認した。

［平面形・規模］削平により南～東壁の一部が確認されたに過ぎず、規模は不明である。竪穴住居跡

としては炉・柱穴がないことから、その要件には不十分であるが、床面が平坦で硬化していること、

残存部で周溝を確認したことから、竪穴住居跡として扱った。

［壁・床面］確認面からの壁高は、残存状況のよい東壁で２０ である。掘り込んだローム面をそのま

ま床にしている。床面は確認した範囲では堅緻である。

［壁溝］壁が確認できた範囲で壁溝を検出した。幅は１３～１８ 、深さは３～５ である。

［柱穴］柱穴は確認されなかった。しかし、南壁からピット１を検出した。長径５０ ×短径３８ の

楕円形で、深さは１７ である。このピットにより南壁が若干張出気味になる。

［炉］検出されなかった。

［堆積土］調査中のミスにより、斜面精査中に住居跡堆積土も掘り込んでしまったため、観察・確認

できなかった。周溝やピット１の堆積土は黒褐色土が主体である。

［出土遺物］周溝堆積土から縄文時代中期中葉の土器片や敲石が出土した。

［時期］周溝堆積土出土遺物から、縄文時代中期中葉に近い時期と考えられる。 （小笠原）

三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図８　第B103号竪穴住居跡・出土遺物　
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

２　掘立柱建物跡

第Ｂ１号掘立柱建物跡（図９・10）

［位置と確認］ＤＷ～Ｙ－２１・２２に位置する。第Ⅳ層上面で確認した。

［平面形・規模］平面形は梁間１間×桁間２間の長方形である。規模は、柱痕部芯－芯で計測すると、

梁方向は北側で２.７ｍ、南側で３.１５ｍ、桁方向は６.３ｍである。個々のピットの規模は径７０～８０

でほぼ円形である。ピットの深さは６０～７５ である。ＰＩＴ１・６の掘方には一方の壁に明瞭な段差

が確認された。また、ＰＩＴ３の壁の一部は斜めに掘り込まれている。建物跡の主軸はＮ－0°－Ｅで真

北を示す。

［堆積土］それぞれのピットで柱痕が確認された。半裁した断面で確認したもので、幅２５～３０ の

黒褐色土が直立した状態で確認された。半裁後の平面観察でも同規模の柱痕が確認された。ＰＩＴ

１・２では掘方の内側壁に接している。ＰＩＴ４・６では柱痕が断面下側で途切れることから、柱がや

や傾いて立てられていた可能性が高い。掘方埋土は、ＰＩＴ３・５はローム質土が主体で、他のピット

では、下部に粘性の強い第Ⅵ層のローム質土が主体で、上半は第Ⅴ・Ⅵ層のローム質土塊を多量に含

む暗～黒褐色土が主体である。ＰＩＴ２では意図的なものか判断できないが、薄い黒色土を挟んだ互

層となっている。明確な抜取り痕は確認されなかった。

［出土遺物］ＰＩＴ４の堆積土中から、最花式土器の口縁部片などがわずかに出土したにすぎない。

［時期］出土土器から、縄文時代中期後葉に近い時期を中心とした時期が考えられる。 （小笠原）

図９　第B1号掘立柱建物跡（1）
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黄褐色粘土微呈、灰白色土微呈
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図10 第B1号掘立柱建物跡・出土遺物　
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図11 B区遺構配置図拡大

第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

３　土　坑

第Ｂ１号土坑（図12）

壁は外傾して直線的に立ち上がる。底面は鍋底状で若干の凹凸がある。堆積土は２層に分層した。

黒色土主体で、第２層にはブロック状のロームが多量に混入する。自然堆積か人為堆積か判断できな

い。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期

は不明である。

第Ｂ２号土坑（図12）

壁は外傾しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は６層に分層した。暗褐色土～黒色

土主体で、第２・３層にはローム粒が多量に混入する。壁の崩落や、根による撹乱の影響が考えられ

る。全体にローム粒が混入することから、人為堆積の可能性が高いものと思われる。遺物は出土しな

かった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ３号土坑（図12）

壁は全体に若干袋状に掘り込まれ、フラスコ状である。北・南壁では直線的に立ち上がる。底面は

ほぼ平坦である。堆積土は５層に分層した。黒褐色土～黒色土主体であるが、壁際の第４・５層には

ローム塊が多量に混入したり、主体を占める。壁の崩落土と考えられる。第１～３層については、自

然堆積か人為堆積か判断できない。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のも

のと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ５号土坑（図12）

西側半分は調査区外で東側のみ調査を行った。壁は凹凸が見られ、外傾して立ち上がる部分が多い

が、壁を抉ったように掘り込まれている部分もある。底面はやや凹凸が見られるものの、ほぼ平坦で

ある。堆積土は５層に分層した。黒褐色土～黒色土主体で、壁際の第３・５層にはローム質の灰黄褐

色粘土が多量に混入する。黒褐色土～黒色土が主体であることから、自然堆積の可能性が高いものと

思われる。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確

な時期は不明である。

第Ｂ６号土坑（図12）

西側約半分は調査区外へと延びる。壁は南側半分は袋状に掘り込まれ、北側では外傾して緩く立ち

上がる。壁や底面には凹凸が見られ、南東側ではやや落ち込む部分もある。堆積土は１０層に分層し

た。黒褐色土～黒色土主体で、壁が袋状となる第６・８・９層ではローム主体となる。最上層と最下

層の第１・１０層は自然堆積の可能性が高いが、その他の層は人為堆積の可能性が高い。遺物は出土

しなかった。遺構不規則な形状や第１号性格不明遺構の直近に位置することから、それとの関連も考

えられ、時期的には縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

第Ｂ107号土坑（図13・17）

壁はやや外傾して直線的に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は６層に分層した。第１・

２層はロームがブロック状に入る。第３・４・６層は炭化物の混入がやや目立つ。堆積土下部は自然

堆積と考えられる。また、第１・２層のロームは人為的な廃棄の可能性が高い。遺物は最花式期の土

器片が出土した。出土遺物から中期後半に近い時期と考えられる。

第Ｂ108号土坑（図13）

壁は外傾して立ち上がる。底面にはやや凹凸があり、中心に向かって若干深くなる。堆積土は２層

に分層した。第２層は中央のピットの堆積土で、ローム粒を多く含む。第１層は黒色土主体で自然堆

積と考えられる。また、第２層は人為的堆積の可能性が高いが判然としない。遺物は出土しなかった。

遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ109号土坑（図13・17）

壁は底面から屈曲しながら外傾して立ち上がる。底面にはやや凹凸があり、硬く締まっている。堆

積土は２層に分層した。第１層は黒色土で、ローム粒をまばらに含み、第２層は褐色土主体である。

第１層は自然堆積、第２層は壁際の崩落と考えられる。遺物は確認面から礫、堆積土中から円筒上層

ｅ式期の土器片が出土した。時期は、出土遺物から中期中葉と考えられる。

第Ｂ110号土坑（図13・17）

壁は南半は外傾して立ち上がり、北半はほぼ垂直に立ち上がる。部分的に若干袋状となる。底面に

は平坦で、硬く締まっている。堆積土は２層に分層した。第２層は粘土質ローム塊や粒を含み、壁の

崩落土と考えられる。第１層は黒色土主体で、自然堆積の可能性が高いと考えられる。遺物は堆積土

から円筒上層ｅ式期の土器片が出土した。時期は中期中葉に近い時期と考えられる。

第Ｂ111号土坑（図13・17）

壁は全体に壁中位で屈曲し、下位で袋状に広がる。底面には平坦で、硬く締まっている。堆積土は

３層に分層した。第１・２層は黒色土主体で、ローム粒を少量含み、第３層は黒褐色土主体で、ブロ

ック状にローム塊が混入する。第３層は人為堆積の可能性が高いと考えられる。遺物は堆積土中から

円筒上層ａ式期の土器片と敲磨器類１点が出土した。時期は中期初頭に近い時期と考えられる。

第Ｂ112号土坑（図13・17）

壁は北側と南東壁の一部ではほぼ垂直に、それ以外はフラスコ状に底面から内傾して立ち上がる。

底面は平坦で、硬く締まっている。堆積土は３層に分層した。第２・３層にはローム粒が多く含まれ、

人為的な堆積の可能性が高い。第１層は黒色土主体で自然堆積と考えられる。遺物は底面から円筒上

層ｄ又はｅ式の完形個体や、微細な使用痕剥離が認められた削器２点が、第１層から片面調整の削器

が出土した。本遺構の時期は中期中葉である。
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

第Ｂ113号土坑（図13）

壁はほぼ垂直に立ち上がるが、部分的に袋状に掘り込まれ内傾して立ち上がる。底面は平坦である。

堆積土は５層に分層した。第１層以外は黒～黒褐色土が主体で、自然堆積的である。第１層はローム

ブロックを多量に含み、人為的な堆積の可能性が高い。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布か

ら縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ114号土坑（図14・18）

壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で、硬く締まっている。堆積土は４層に分層した。

第４層は他の層に比べ明るい色調である。全体に炭化物・ローム粒を含み、人為堆積の可能性が高い

と考えられる。遺物は無文の土器の底部片が出土したにすぎない。遺構の形態・分布から縄文時代中

期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ115号土坑（図14・18）

底面から壁へは緩く屈曲ながら、壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、硬く締まってい

る。堆積土は５層に分層した。第３層は焼土主体層で、その上下の層には焼土粒が含まれる。第２層

以下は人為堆積、第１層は自然堆積と考えられる。遺物は底面から円筒上層ｄ又はｅ式の復元可能個

体が出土した。第３層から火バネによって破損した石鏃が出土した。本遺構の時期は中期中葉である。

第Ｂ116号土坑（図14・18）

壁は外傾しながら直線的に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、硬く締まっている。堆積土黒色土が主

体で、全体にローム粒が多量に混入する。人為的な堆積の可能性が高いものと思われる。遺物は底面

から中期中葉～後葉の口縁～胴部片が出土した。本遺構の時期も同時期と考えられる。

第Ｂ117号土坑（図14）

壁はやや湾曲しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は黒色土中にローム粒が多量に

混入する。人為的な堆積の可能性が高いものと思われる。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布

から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ118号土坑（図13）

壁は底面から緩く屈曲しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は５層に分層した。第

４層にはロームブロックを多量に含み、壁の崩落土の混入の可能性が高い。それ以外の層は、黒色土

主体で、自然堆積と思われる。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと

考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ119号土坑（図14）

壁は南西側約半分はほぼ垂直に、北東側約半分はやや外傾しながら直線的に立ち上がる。底面はほ

ぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。両層ともローム粒が少量混入し、第２層には焼土・炭化物
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

が微量混入する。堆積状況は人為か自然か判断できない。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布

から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ120号土坑（図14）

壁は底面から緩く外傾しながら立ち上がる。底面は平坦である。堆積土は３層に分層した。黒色土

主体で、第２・３層にはローム粒が少量混入する。人為堆積か自然堆積か判断できない。遺物は出土

しなかった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ121号土坑（図14）

壁は底面から外傾しながら立ち上がるが、屈曲したり段差状になったりと一定しない。西壁側で特

に顕著である。南東部で底面は平坦である。堆積土は３層に分層した。黒褐色土主体で、第３層には

ロームブロックが多量に混入する。人為堆積か自然堆積か判断できない。遺物は出土しなかった。遺

構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ122号土坑（図14）

底面は鍋底状で、壁は底面から緩く外傾しながら立ち上がる。堆積土は２層に分層した。第１層は

黒褐色土主体で、第２層にはローム主体層である。ロームの廃棄ないしは埋め戻し後、自然堆積した

ものと考えられる。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられる

が、明確な時期は不明である。

第Ｂ123号土坑（図14）

底面は鍋底状で、壁は底面から緩く外傾しながら立ち上がる。堆積土は黒色土主体で、ローム粒が

全体に少量混入する。人為堆積か自然堆積か判断できない。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分

布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ124号土坑（図15・18）

壁が比較的残存している東側では、壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。堆積土は黒褐

色土主体で、ローム粒が全体に少量混入する。人為堆積か自然堆積か判断できない。遺物は中期前半

の胴部片がわずかに出土した。時期は出土遺物から中期前半代と考えられる。

第Ｂ125号土坑（図15・18・19）

壁は西側ではやや外傾して、他はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で、硬く締まっている。堆積

土は６層に分層した。第２～４層は黒～黒褐色土主体で、ローム粒が全体に少量混入する。第５・６

層はローム粒が中量混入し人為的な、第１層は自然的な堆積と思われるが、第２～４層は人為堆積か

自然堆積か判断できない。遺物は底面から復元可能な土器が３個体分出土した。いずれも完形個体で

はない。胴中位～底部にかけての個体は円筒上層ｅ式である。第３層からは、上下端に打ち欠きのあ

る磨石１点が出土した。本遺構の時期は中期中葉である。

- 23 -



三内沢部（３）遺跡Ⅱ

第Ｂ126号土坑（図15・19）

［壁・底面］壁は底面から屈曲しながら外傾して立ち上がる。底面は平坦で、硬く締まっている。堆

積土は２層に分層した。黒～黒褐色土主体で、ローム粒・炭化物が全体に少量混入する。混入物から

は人為的な堆積の可能性も考えられるが明確には判断できない。遺物は出土しなかった。遺構の形

態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ127号土坑（図15）

壁は底面から屈曲しながら外傾して立ち上がる。底面は平坦で地形に沿って傾斜する。堆積土は黒

色土主体で、ローム粒が全体に少量混入する。人為堆積か自然堆積か判断できない。遺物は出土しな

かった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ128号土坑（図15・19）

壁は南半は外傾し、北半は垂直気味に立ち上がる。底面は中央付近が最も深く、かつ傾斜の低い西

側にやや傾く。堆積土は黒褐色土主体で、ローム粒・炭化物・焼土が全体に混入する。人為堆積の可

能性が高いと思われるが明確には判断できない。遺物は円筒上層ｄ・ｅ式期の土器片が出土した。時

期は中期中葉と考えられる。

第Ｂ129号土坑（図15）

壁は底面から屈曲しながら外傾して立ち上がる。底面は平坦である。堆積土は黒色土主体で、ロー

ム粒・炭化物・焼土が全体に混入する。人為堆積の可能性が高いと思われる。遺物は出土しなかった。

遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ130号土坑（図15・19）

壁は外傾して立ち上がる。底面はやや凹凸が見られる。堆積土は黒色土主体で、ローム粒が全体に

少量混入する。人為堆積か自然堆積か判断できない。遺物は中期前半の胴部片がわずかに出土した。

時期は出土遺物から中期前半代と考えられる。

第Ｂ131号土坑（図15）

南壁はほぼ垂直に立ち上がり、それ以外は外傾しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積

土は３層に分層した。第１層は黒褐色土主体で、ローム粒が全体に微量混入する。第２・３層は暗褐

色土主体である。いずれもローム粒・塊、炭化物が含まれる。第２・３層は人為的な堆積ないしは壁

の崩落と見られ、第１層は人為堆積か自然堆積か判断できない。遺物は出土しなかった。遺構の形

態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ132号土坑（図15・19）

壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。堆積土は黒色土主体で、ローム粒・炭化物が微量

混入する。自然堆積と思われる。遺物は地文のみの胴部片だけである。遺構の形態・分布から縄文時
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代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ133号土坑（図16）

壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。堆積土は２層に分層した。第１層は黒褐色土主体

で、ローム粒が全体に微量混入する。第２層は灰黄褐色土主体である。人為堆積か自然堆積か判断で

きない。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な

時期は不明である。

第Ｂ134号土坑（図16）

壁は南壁を除き垂直気味ないし外傾して立ち上がる。南壁はやや袋状に掘り込まれている。底面は

ほぼ平坦である。堆積土は黒色土主体で、ローム粒・ブロックが多量に混入する。特に下部に多い。

人為堆積の可能性が高い。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考え

られるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ135号土坑（図16・19）

壁は底径が口径よりわずかに広く、壁はややフラスコ状となる。壁は中位で屈曲しながら立ち上が

る。南壁はやや袋状に掘り込まれている。底面は平坦で堅緻である。堆積土は黒色土主体で、壁際で

は黒褐色土が堆積する。全体にローム粒が少量混入する。特に壁際に多い。人為堆積の可能性が高い

と思われるが、明確には判断できない。遺物は地文のみの胴部片がわずかに出土した。いずれも繊維

を含むことから、本遺構の時期も円筒下層式期と考えられる。

第Ｂ136号土坑（図16・19）

壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は凹凸があり軟らかい。堆積土は黒色土主体で、ローム粒が少量

混入する。人為堆積か自然堆積か判断できない。遺物は円筒上層ｂ式期の破片が出土した。時期は中

期前葉と考えられる。

第Ｂ137号土坑（図16・19）

壁は緩く内湾しながら立ち上がる。底面は鍋底状で軟らかい。堆積土黒色土主体で、ローム粒が少

量混入する。自然堆積の可能性が高いと思われる。遺物は円筒上層ｂ式期の破片が出土した。時期は

中期前葉と考えられる。

第Ｂ138号土坑（図16）

壁は底面から屈曲しながらほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で堅緻である。堆積土は３層に分層

した。第１層は黒褐色土主体で、第２・３層は暗褐色土主体である。全体にローム粒・塊が多量に混

入する。人為堆積の可能性が高いと思われる。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時

代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

第Ｂ139号土坑（図16）

壁は外傾しながら立ち上がる。底面は凹凸がある。堆積土は２層に分層した。いずれも黒色土主体

である。自然堆積の可能性が高いと思われる。遺物は出土しなかった。遺構の形態・分布から縄文時

代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ140号土坑（図16・19）

壁は外傾しながら立ち上がる。底面は平坦で堅緻である。堆積土は３層に分層した。いずれも黒色

土主体である。第２層には青灰色土が、第３層にはロームがブロック状に混入する。第２・３層は人

為堆積の可能性が高いと思われる。遺物は、堆積土中から円筒上層ａ式期の土器片が出土した。本遺

構の時期も中期初頭に近い時期と考えられる。

第Ｂ141号土坑（図16）

壁は内湾しながら立ち上がる。底面は鍋底である。堆積土は３層に分層した。第１層は黒色土主体

である。第２・３層壁の崩落土と黒褐色土の混土の可能性が高いと思われる。遺物は出土しなかった。

遺構の形態・分布から縄文時代中期のものと考えられるが、明確な時期は不明である。

第Ｂ142号土坑（図16・19）

壁は底面から屈曲しながら外傾して立ち上がる。底面は地形の傾斜に沿って傾き、平坦で堅緻であ

る。堆積土は黒色土主体である。ロームをブロック状・大塊状に多量に含み、炭化物も少量混入する。

人為堆積の可能性が高いと思われる。遺物は堆積土中から前期末の土器片が出土した。時期もそれに

近いものと考えられる。 （小笠原）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図12 B区土坑（1）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図13 B区土坑（2）

DX-21 
+ BSK107 

□ 0~ 
BSK118 

◎ !'' BSK109 

~:32 
BSK107 

1 l腐臨危鷹鷹 冒綴鷹魯ロニ:闘塁：腐虚認塁魯ヽ
3 10YR2/2 黒褐 黒褐色士、明黄褐色ローム、炭化物微呈
4 10YR2/1 黒黒褐色土少董、炭化物微董
5 10YR3/2 黛褐 明黄褐色ローム多は
6 10YR3/2 黒褐 明黄褐色ローム少量

DY-22+ 

BSK108 

旦 BSK118 ]_'12_ 3 

戸
〔。3

A 

~ デ―
2 

BSK109 
.A'12. 7 

A
 A' 

0

、◎‘
BSK111 

EA-22 
＋ 

~A' 

三
-12. 6 

BSK108 
1 lOYRZ/1 黒 黒褐色士少呈、浅黄色ローム微呈
2 10YR3/1 黒褐浅黄色ローム中量

BSK110・111 

BSK118 
1 IOYR2/l 黒 ローム粒微盤
2 IOYR2/l 黒 ローム粒微呈
3 7. 5YR2/1 黒 ローム粒少呈

DY-22 
4 7. 5YRI. 7/1 黒ロームプロック中誠 十
5 IOYRI. 7/1 黒 ローム粒微量

BSK109 
I IOYRI. 7/1 黒炭化物・焼土粒微呈、ローム粒少呈
2 IOYR4/4 褐 ロームと暗褐色士との混合層

B BSK111 B' 

1 
12.5 

2~ 立
3撹乱 3

BSKI! 
I IOYRI. 7 /1 黒 明黄褐色ローム粒少世、炭化物微世
2 IOYR2/l 黒 黒褐色土多基、明黄褐色ローム粒少基
3 IOYR2/2 黒褐 にぶい黄橙色粘土中最、

明黄褐色のローム粒少星

~125 

BSKllO 
I IOYR2/2黒褐 明黄褐色のローム粒微量：
2 IOYR7/6明黄褐色粘土多呈、

明黄褐色ローム粒少量

BSK112 

EA-2紅 A~o: 
言

12.5 

BSK112 
I IOYRI. 7 /1 黒 ローム粒微呈
2 IOYR2/1 黒黒褐色士、ローム・パミス微且
3 10YR3/l 黒褐黒褐色ローム微呈、パミス中呈

BSK112遺物出土状況 1/25

EA-22 
十 0 0.5m — 1/25 

BSK113 joj 
＋ 

EA-20 

A A' 

喧 5

13. 1 

BSK113 
1 IOYRZ/2 黒褐 明黄褐色ローム多最、明黄褐色粘土微呈
2 lOYRZ/1 黒 明黄褐色ローム少盤
3 IOYRI. 7 /1 黒 黒色士少量、明黄褐色ローム微呈
4 IOYR3/2 黒褐黒褐色士少最、褐色士少呈
5 10YR3/4 暗褐 黄褐色ローム少呈、炭化物粒微呈

0 2m 

- 28 -



第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図14 B区土坑（3）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図15 B区土坑（4）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図16 B区土坑（5）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図17 B区土坑出土遺物（1）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図18 B区土坑出土遺物（2）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図19 B区土坑出土遺物（3）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図20 第B1号土器埋設遺構

４　土器埋設遺構

第Ｂ１号土器埋設遺構（図20）

［位置・確認］ＥＰ－２０に位置する。第Ⅳ層上面で埋設された土器の上端部を確認した。
［埋設方法］口縁部を欠失した土器が正立状態で埋設されている。周辺は宅地造成の際、黒色土が削
られ、その上に盛り土されている。そのため、本来的に口縁部から胴上部を欠失していたかは判断で
きない。

［掘方形態・規模］掘方規模は上端径４０ 、下端径２７ ほどで、深さ２３ の楕円形である。土器の
径よりも５ ほど広く掘り込まれている。
［堆積土］第１～３層が土器内の堆積土である。第２層は灰黄褐色土主体で、土器内堆積土全体にロ
ームが粒・塊状に混入する。第４・６層が掘方堆積土にあたり、第４層は暗褐色土で締まりが弱い。
第６層は灰黄褐色土主体である。
［出土遺物］埋設されていた土器は、胴中位以下で、地文のみしか観察できない。地文は多軸絡条体
で、円筒下層ｄ２式期のものと思われる。土器内からは遺物は出土しなかった。 （小笠原）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

５　性格不明遺構

第Ｂ１号性格不明遺構（図21～23）

［位置と確認］ＥＫ－１８・１９～ＥＮ－２０・２１にかけて位置する。第Ⅳ層上面で、不整形の大規模な落
ち込みとして確認した。当初は複数の遺構の重複ととらえ、土層観察用ベルトを多く設け、その関係
を把握しようとしたが、最終的に遺構の重複ではなく１つの遺構と判断した。
［平面形・規模］平面形は長軸が北西から南東へ広がる不整形で、標高の高い南西側で先細りするよ
うにすぼまる。北西－南東主軸とすれば、主軸に対し広がる部分と狭くなる部分が瓢状に連続する。
その確認した長さは１７ｍで、北西側・南東側とも調査区外へ延びるため、全体の規模は不明である。
直交する幅は最大で８.５ｍ、最も幅の狭いところで約３ｍである。深さは場所によって大きく異なり、
最大で０.９５ｍである。

［壁・底面］底面は径３０～１００ ほどの、円形ないしは楕円形の落ち込みの連続としてとらえられ、
一定しない。それぞれの落ち込みの深さは２０～５０ で、第Ⅴ層（ピンクローム層）に達するものが
多い。斜面下部では湧水が見られ、作業上支障を来した。ただし、湧水は造成による盛り土からの影
響も考えられ、必ずしも当時水漬けの状態の部分を掘り込んだかは明確ではない。
壁は連続した掘り込みの結果、底面同様に全体で見れば面として一定せず、不規則である。また、

第Ⅴ層が横掘りされているのが部分的に見られる。ただし、壁際の底面や直上にローム塊が見られる
ものもあり、崩落の可能性が高いものと思われる。そのため、第Ⅳ層の壁自体がどれほど原形をとど
めているか、不明なところが多い。しかし、第Ⅴ層まで掘り込んだ段階で、横掘りされるのは確実と
思われる。
［堆積土］特に長軸に設定した土層観察用ベルトで顕著であるが、第Ⅳ層（黄褐色ローム層：千曳浮
石層相当）起源のローム層と第Ⅲ層起源の黒ないし黒褐色土層が互層をなし、しかも、斜面の傾斜と
逆傾斜となる特徴的な堆積状況である。ローム層は純層となったり、ブロックあるいは大塊状である。
堆積状況や堆積土の状況から見れば自然堆積とは考えられず、人為的な堆積と判断される。堆積土の
形成過程としては、掘り上がった遺構に対して地形と逆傾斜に土砂を廃棄した可能性は低いものと思
われる。傾斜の低い側が堆積順が古いことから判断すると、本遺構は、斜面下部から掘り込みが開始
され、徐々に斜面上部に拡大したものと見られる。掘り込みが斜面上部に拡大するに従って、斜面下
部へ土砂が廃棄され、順に上部へと拡大していったものと思われる。斜面上部の上層部（確認面付近）
は、黒色土ないし黒褐色土が堆積し、最終的に開口していたと思われる部分へ堆積した自然堆積層の
可能性が高いものと思われる。
［出土遺物］縄文時代前期末から中期初頭を中心とした土器や、石器が出土した。土器はある程度復
元できたものも含まれる。個体数としては前期末のものが多い。石器の出土は少ない。堆積土から石
箆１点、片面調整の削器１点、微細な使用痕剥離が認められた削器１点、敲石１点が出土した。
［時期］出土土器から円筒上層ａ式期に近い時期と考えられ、周辺の遺構・遺物の時期とも矛盾しな
い。 （小笠原）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図23 B区性格不明遺構出土遺物
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

６　沢の調査（遺物包含層）

調査区は西側に向かって傾斜する地形である。調査区西側にある三内霊園との間には「六兵衛ため
池」と称される沼地となっている。また、第１章第５節で述べたとおり、三内沢部遺跡Ａ区は三内霊
園北の下堤から連続し、かつ六兵衛ため池と合流する沢である。つまり、Ｂ区の北端としたＦＰ－１５
～２０付近で台地が途切れる。調査区内からは２ヶ所で六兵衛ため池側へ落ち込む沢が確認された。
より台地の先端に近いＦＫ～Ｍ－１４～１７とＦＢ～Ｄ－１５～１９付近の２ヶ所（図２・３）である。前者
を沢Ａ、後者を沢Ｂと呼称する。

沢Ａ（図２４）は南東から北西へと落ち込み、台地上部との比高差は１.４～１.６ｍである。調査着手
前は、造成による平坦化のための盛り土が厚く堆積し、それ以前は地域のゴミ捨て場として利用され
ていたため、多量の廃棄物があり、それらを除去しての作業となった。底面は砂質の黄褐色土層で、
湧水が非常に激しい。砂と水の影響で底面は非常に軟弱で、歩くごとに泥濘が拡大・深化していく、
困難な状態だった。また、沢へ落ち込む斜面も同様に、水による影響で崩落を繰り返した（図で「崩

落範囲」とした部分）。堆積土は最大厚６０ ほどで、第２層には白頭山火山灰層となっている。湧水
のため、黒色土の堆積も進まなかったものと思われる。白頭山火山灰層以下は、暗褐色土や黒色土が
全体に植物質の根茎や炭化物の混入が目立つ。遺物は土器では縄文時代前期末と中期後半から後期前
葉、晩期前半代のものまで、時期的に断続的ではあり、数はそれほど多くはないものの、多様である。
石器は、石鏃未製品１点、石匙１点、石箆１点、同未製品１点、石錐１点、掻器１点、片面調整の削
器６点、磨製石斧４点（破片含む）、磨石６点、敲石１３点（内１点は石錘、凹石含む）、台石・石皿
類４点、擦切具１点、軽石製品１点、石製品１点が出土した。出土層位は第４層からの出土が最も多
く、次いで第３層、第５層、第Ⅱ層の順である。
これらの出土遺物とともに、炭化物も出土した。それらの年代測定を実施した結果（第５章第１節
参照）、第３層出土炭化物のうち１点（試料Ｎｏ２６５４２）は２,６７０±４０yＢＰ、もう１点（試料Ｎｏ２６５４４）
は２,７５０±４０yＢＰで、概ね縄文時代晩期に相当する年代が得られた。また、第４層出土炭化物１点
（試料Ｎｏ２６５４３）は３,０５０±４０yＢＰという結果だった。これは概ね縄文時代後期後半代の年代観であ
り、出土遺物の面からも、（縄文時代前期の遺物が多いことは検討課題であるが）整合的であると言
えるものかもしれない。
なお、沢Ａに面した沢の合流地点であるＡ区では、試掘を行ったところ遺物は全く確認されなかっ
た。唯一、木片（試料Ｎｏ２６５４１）が底面付近から出土し、放射性炭素年代測定の結果は４,７３０±４０y
ＢＰである。

沢Ｂ（図２５）も沢Ａと同様に南東から北西へと落ち込み、かつ、黄褐色砂層が底面で、湧水が激し
い。沢Ｂも造成のため埋め立てられていたが、沢Ａと異なり黒色土は約２０ ほどと薄く、造成時に
黒色土が除去されたものと思われる。やはり底面は非常に軟弱で、湧水で斜面の崩落が相次いだ。遺
物はほとんど出土していない。石槍１点が第Ⅲ層から、擦痕及び磨りのある石皿片１点が第７層から
出土した。
調査開始前は、調査区域全体が平坦で、沢が随所にあることが判明したのは着手後だった。全くの
予想外であったとともに、地形的に複雑な地域だった。 （小笠原）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図24 B区沢A
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1 黒 !OYRZ/1 ローム粒少世、繊維質少基
2 B-t砧山灰層
3 暗褐 10YR3/3・3/4 
3a 暗褐 10YR3/4 泥炭層、遣物少ない、全体的に繊維質、炭化材多最
36 暗褐 10YR3/4 やや泥炭層、遺物やや多い、植物繊維多盤、炭化物中粒中盤
3c 暗褐 10YR3/3 ややシルト質、ローム粒中呈
3d 暗褐 10YR3/3 シルト質、植物繊維少埜、 36層より繊維少ない
3e 灰黄褐 10YR4/2 やや砂質、ローム粒少は
4 黒褐
4a 黒褐 10YR3/1 シルト質、光沢あり、炭化物中粒中量
46 黒褐 10YR3/2 シルト質、 4a層と比べ混入物あり。

にぶい黄褐色ローム中粒中基
4c 黒 10YR2/1 植物繊維多址、他の4層と比べ黒味あり
4d 黒褐 10YR3/2 やや砂質、所々、褐灰粘土混入、黄褐色ローム中粒少量
4e 黒褐 10YR3/2 やや砂質、黄褐色ロームブロック多量
5 砂（地山）
5a 黄褐（地山）、砂、底面に多い
5b にぶい黄褐（地山）、 ローム層、斜面に多い

B-B' 
4c-1 黒 10YR2/1 繊維中最、炭化物粒少最、ローム留部少最、しまり弱い、シルト
4d-1 黒褐 10YR2/3 砂、白色粘士ブロックで混入、炭化物粒少量、ローム大粒少量、繊維中量、ややシルト
4c-2 黒 10YR2/1 繊維少量、光沢あり、しまり弱い、土器含む、真っ黒。シルト
4£ 黒褐 10YR3/2 黒褐 やや繊維質、繊維中量、ローム粒中蘊、周囲よりパサパサした状態、光沢なし、炭化物中粒少量
4d-2 黒褐 10YR3/1 褐灰色粘土多呈、灰白色粘土中・大粒少呈、シルト
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図25 B区沢B
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図26 B区沢A 出土土器（1）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図27 B区沢A 出土土器（2）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図28 B区沢A 出土土器（3）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図29 B区沢A 出土石器（1）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図30 B区沢A 出土石器（2）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図31 B区沢A 出土石器（3）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図32 B区沢B 出土遺物　
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

第２節　遺構外の出土遺物

１　土器（図３４・３５）

縄文時代

縄文時代の土器は遺構外からの出土は散発的で、特に集中した出土状況は示さない。出土量は少な

いものの、後・晩期の土器は台地先端に近い、沢Ａ側から出土したものが多い。

縄文時代早期に位置づけられるもの（図３４－１～３）

１～３は貝殻復縁圧痕が施文されたものである。早期中葉あたりに位置づけられるものである。

縄文時代前期に位置づけられるもの（図３４－４～１４）

４・５は棒状工具による連続刺突が施文されたもので、前期初頭の表館式前後に位置づけられるも

のである。５は底部付近の破片である。６～１４は円筒下層式である。円筒下層ｄ式、中でもｄ２式

に位置づけられるものが多い。頚部が屈曲するものと、直立するもの、口縁部文様帯部分が肥厚する

ものとしないものがある。

縄文時代中期に位置づけられるもの（図３４－１５～図３６－５０）

本遺跡の検出遺構の主体となる時期で、中でも後半期のものが多い。出土土器量の面からも、この

時期のものが多い。１５～２９は円筒上層式である。破片のみである。３０～５０は大木系の土器である。

３０は口縁部に太い沈線とその先端は渦巻き状となる榎林式である。口縁部文様帯には、１条の沈線

が鋸歯状に巡る。３７・３８は縦位の沈線が施文された胴部片で、部分的でもあり、榎林式か最花式か

判断に迷う。４０の復元された最花式土器であるが、口縁部から頚部の破片と、頚部以下の胴下半は

接合しない。頚部の沈線の位置や器形から判断し、図化したものである。４１～４９は大木１０式併行期

に位置づけられると思われるものである。地文は縄文と絡条体回転が見られ、磨消しと充填の双方が

ある。また、口縁部片では、内面に鰭状突起（４４・４５）が観察されるものもある。

縄文時代後期に位置づけられるもの（図３６－５１～図３７－６７）

５１は後期初頭の牛ヶ沢式土器と考えられる。１点のみの出土である。５２～５５は十腰内Ⅰ式土器

である。５４は沈線で縁取られた内部がやや肥厚する。５６～６２は後期の後から末葉に位置づけられる

ものである。５６・５７は波頂部下が半円状に沈線で区切られる。三叉文の原型であろうか？５８～６２

は貼り瘤や木葉状の施文で、十腰内ⅤやⅥ式に相当する。６３・６４は条痕のみの土器で、６４の底部

はやや上げ底である。後期後半に伴出する組成の土器と考えられる。６７は注口部である。

６５・６６は地文のみの胴部や底部片で、帰属時期が不明である。

縄文時代晩期に位置づけられるもの（図３７－６８～７２）

６８と６９は同一個体の鉢形である。７０も鉢形で、いずれも変形工字文が施文された大洞Ａ′式で

ある。７２は台付の鉢である。
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

弥生時代（図３７－７３・７４）

７３は口縁部と頚部に平行沈線、胴上部に菱形状の構成の沈線が施文される。沈線は非常に浅いも

ので、沈線間には帯縄文が横走する。弥生時代中期後半のものと思われる。７４は胴部片で、縦走す

る帯縄文が施文される。

２　ミニチュア土器（図３３）

１は欠損しているものの、全体形がわかる個体で、円筒上層ｄまたはｅ式土器を小型化したもので

ある。２は深鉢形の底部付近、４は鉢形の口縁部、３は台付鉢の台の一部である。

（小笠原）

図33 B区遺構外出土土製品
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図34 B区遺構外出土土器（1）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図35 B区遺構外出土土器（2）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図36 B区遺構外出土土器（3）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図37 B区遺構外出土土器（4）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

３．石器

Ｂ区遺構外からは剥片石器類３３２点、礫石器類９５点が出土し、そのうち剥片石器５２点、礫石器５２

点を掲載した。

剥片石器（図３８～図４０）

剥片石器類は合計３３２点出土した。その内訳は、石鏃８点（２.４０％）、石槍５点（１.５１％）、石匙１

点（０.３０％）、石箆４点（１.２０％）、石錐４点（１.２０％）、掻器６点（１.８１％）、削器５１点（１５.３６％）、

使用剥片２点（０.６０％）、石核８点（２.４１％）、剥片・チップ類２４３点（７３.１９％）である。これらのう

ち、図示した石鏃、石槍、石箆、石錐、掻器、削器、使用剥片、石核の５２点について記載する。

石鏃は１～７の７点で、茎部の明瞭でないもの（１・２）、凸基有茎鏃（３～５）、尖基鏃（６）、火

バネによる欠損品（７）がある。６の基部は摩滅しており、錐として二次使用されたものと思われる。

石槍は８～１２の５点である。８の平面形態は楕円形で、欠損品である９・１０も同様の平面形態を

なすものと思われる。１１・１２はともにやや肩が張る平面形態で、中心部には主要剥離面を残している。

石箆は１３～１６の４点である。１３は幅広の剥片を素材とし、刃部はやや湾曲するように刃部調整

され、厚い摘み部から刃部へ向かって急角度で薄くなっている。これらのことから、やや大形の摘み

部があるものの、石匙というよりは石箆として加工・使用されたものと判断した。１４は撥形で、１５

は自然面が残存している未製品である。１６は裏面下部に使用光沢が認められる。

石錐は１７～２０の４点で、三角形もしくは翼状の剥片端部に二次調整加工を施して錐としている。

掻器は２１～２６の６点で、湾曲して急角度の刃部を有するものとした。二次調整加工が剥片周縁部

だけのもの（２１～２３）と剥片内部まで達するもの（２４～２６）とがある。２２は両面調整石器から剥ぎ

取った剥片を再利用して掻器として使用した可能性がある。２３は３辺に二次調整加工が施されてい

る。正面下部が刃部、上部の２辺が整形のためと思われるが、上部２辺を削器として使用したことや、

正面左下端を錐として使用されたことも想定できる。２５・２６は円形掻器である。

削器は２７～４８の２２点で、直線的な刃部を有するものを削器とした。刃部調整の手法によって、Ⅰ

類：両面調整のもの（２７～３０）、Ⅱ類：片面調整のもの（３１～４４）、Ⅲ類：微細な使用痕剥離が認め

られたもの（４５～４８）、の３類に細分した。Ⅰ類は、縦長剥片を用いたもの（２７・２８）と横長剥片を

用いたもの（２９・３０）とがある。Ⅱ類は、長方形もしくは方形の剥片を用いたもの（３１～３５）、縦長

剥片を用いたもの（３６～３８・４１）、翼状剥片を用いたもの（３９・４０）、円形に近い剥片を用いたもの

（４２）、横長剥片を用いたもの（４３・４４）がある。３５は抉りが作出されており、ノッチとしての使用

が想定できる。Ⅲ類は、縦長剥片を用いたもの（４５・４６）、横長剥片を用いたもの（４７・４８）とがある。

使用剥片として４９・５０の２点を図示した。４９は火バネによって母岩から剥落した剥片で、人為的

剥離によるものではないが、湾曲した部分をノッチとして使用したらしく、微細な使用痕剥離が認め

られる。５０は石英の敲石から剥離した剥片で、表皮部分には敲きの痕跡が認められる。腹面にはバ

ルブの盛り上がりがなく、平坦な剥片を剥ぎ取っている。

石核は５１・５２の２点を図示した。５１は珪質頁岩の石核で、多方向から剥離を行っている。５２は

泥岩であまり厚い母岩ではなく、正面右側から加撃して裏面左側で連続する剥離を行っていることか

ら、この部分を刃部とする打製石斧の未製品である可能性もある。
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

礫石器（図41～44）

礫石器類は合計９５点出土した。その内訳は、磨製石斧２点（２.１１％）、扁平打製石器３点（３.１

６％）、北海道式石冠５点（３.３８％）、磨石１３点（１３.６８％）、敲石２４点（２５.２６％）、凹石５点（５.２

６％）、石錘１点（１.０５％）、台石・石皿７点（７.３７％）、使用痕のない礫３７点（３８.９５％）である（磨

石・敲石・凹石は重複しているものがあるため、合計すると１００％を超える）。これらのうち、図示

した磨製石斧、扁平打製石器、北海道式石冠、磨石、敲石、凹石、石錘、台石・石皿の５２点につい

て記載する。

磨製石斧は５３・５４の２点である。ともに刃部が破損しているが、５４は破損部に敲打の痕跡が認め

られ、欠損後に敲石として使用された。

敲磨器の類は、主として５５～５７を扁平打製石器、５８～６２を北海道式石冠、６３～７５を磨石、７４

～９３を敲石、９２・９４～９６を凹石としたが、複数の機能を有する石器もある。

扁平打製石器（５５～５７）の周縁部には断続的な加工が施され、５７には明瞭な抉りが作出されている。

北海道式石冠は５８～６２の５点で、いずれも平坦面を縦断するように敲きが施されるが、６２の片面

には部分的に認められるだけである。

磨石は６３～７５の１３点で、扁平もしくは丸味を帯びた川原石を用いるもの（６３～７２・７４・７５）

と棒状礫を用いるもの（７３）とがある。前者には周縁部に加工が施されるもの（６３・６４）、端部に加

工が施されるもの（６５・６６）、磨り面付近に加工が施されるもの（６７～６９）、加工の施されないもの

（７０～７２・７４・７５）がある。６３は周縁に敲きを施し、６４は剥離で整形している。６５・６６は端部

に打ち欠きがあり、把握しやすいように加工されたものと考えられる。６３・７４・７５は平坦面に敲

きもしくは凹みの痕跡も認められる。棒状礫を用いる７３は、鋭角な２側縁に磨り痕跡が認められる。

敲石は７４～９３の１９点である。使用痕跡の部位によって、Ⅰ類：端部に敲打の痕跡があるもの（７

５～８２）、Ⅱ類：平坦面もしくは側面に敲打の痕跡があるもの（７４～７６・７９・８３～９１）、Ⅲ類：器

体全体に敲打の痕跡があるもの（９２・９３）、の３類に細分した。Ⅰ類は、棒状礫を用いるもの（７５・

７６・７８）、丸味のある礫を用いるもの（７７・７９～８１）、石核を用いるもの（８２）があり、側面や平

坦面にも敲きや凹みが確認できるものも多い。Ⅱ類には扁平礫を用いるもの（７４・７９・８３・８４）と棒

状礫を用いるもの（７５・７６・８５～９１）とがある。Ⅲ類はいずれも塊状礫を素材としている（９２・９３）。

凹石は６３・９２・９４～９６の５点で、９４は平坦面両面からの凹みが貫通している。

石錘は９７の１点で、長軸端部に打ち欠きを有する。磨り面が認められないことから石錘としたが、

素材礫の様相から磨石の未使用品である可能性も高い。

台石・石皿類は９８～１０４の７点で、磨りの痕跡があるもの（９８～１０１・１０４）を石皿、それ以外の

もの（１０２～１０３）を台石とした。１０２～１０４には敲きの痕跡がある。素材は、丸味を帯びた川原石を

使用しているもの（９８～１００・１０２・１０３）と、扁平な礫を使用しているもの（１０１・１０４）とがある。

９８の石皿は表裏面とも非常に使い込まれており、磨り面が大きく窪んでいる。

４．石製品（図44）

１０５は千枚岩を用い、部分的に微細剥離が確認できる。明瞭なミガキの痕跡が認められないもの

の、先端部が丸味を帯びるように加工したものと思われる。 （神）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図38 B区遺構外出土石器（1）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図39 B区遺構外出土石器（2）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図40 B区遺構外出土石器（3）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図41 B区遺構外出土石器（4）

口
こ

0
6
0

口
〗
い
ロ

6
7
』

□
~
□

口

n

7

0
二

0

口
□

心

□

〈

ぐ

Y

O
□

AI

□

¥

J

 

>

□

二
平

（
 

八
ス
リ

こ

5
4

二
口[

冒
〗

“

口

‘
 

↑
l

し
＂
H
 

l
喜

2

＼
 

”
 

A
 

＼

叶

門

川

り

＼
 

＼
 

／ー＇

"

r

I

 

- 63 -



三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図42 B区遺構外出土石器（5）
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第３章　Ｂ区の検出遺構と遺物

図43 B区遺構外出土石器（6）
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三内沢部（３）遺跡Ⅱ

図44 B区遺構外出土石器（7）
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図45 C区遺構配置図
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